
	教材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	24「足袋の季節」　
	おばあさんを裏切った許せない自分を受け止めながら前向きに生きる作者の姿に共感し，自らの弱さや醜さを克服する強さをもち，人間として気高く生きようとする態度を育てる。　　　　（D　よりよく生きる喜び）	
	　（　１　/　１　）

	

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	授業評価
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　よくないことをしたのにすぐに言い出せなかった経験などを思い出し，課題について問題意識を持つ。
	･生徒自身が弱さや醜さを感じた経験を想起させ，人間の生き方について考えることを示し，自分を変え
ることの難しさを感じさせ学習課題を意識させる。
	
	②教材を読ませる前に，漫画を読ませ，自分を変えることの難しさを感じさせる。


	展
開
	２　「足袋の季節」を読んで話し合う。
[bookmark: _Hlk115694838]　



　・おばあさんの死を知り，「無性に自分に腹が立ってしようがなかった。」のはなぜか。






３　過ちや失敗に気付いたとき，人間としてどう行動することが必要か話し合う。

	・北海道の冬の寒さを伝えてから範読する。思わず「うん。」とうなずき，その場を立ち去っていく作者はどのようなことを思ったのだろうか。







･自分優先になっている気持ちに共感させ，そのよう
なことは誰にでもあることに気付かせる。


･その後の作者の行動も含めて確認させる。
･決意表明にならないよう，今後の生活にもつなげら
れるように発表させる。
	・グループで話し合いやすい発問構成になっていたか。

	③中心的な発問では，自らの行いを責め，どうすることもできずに苦しんでいる気持ちについての考えを持たせてから，グループで話し合わせる。


	ま
と
め
	４　教師の話を聞き，本日のまとめをする。


	・詩「その人」を提示する。
・今日の学習を振り返り，学んだことや考えたことを書かせる。
	
・気高い生き方について，考えを深めさせることができたか。
	


特別の教科　道徳　第３学年　　本時の指導計画例

※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。
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